
民

『
分
別
と
多
感
』

|
|
十
八
世
紀
ふ
う
の
人
間
観

f毎

池

治

老

俊

『分別と多感』

『
分
別
と
多
感
』

(
h
U言
語

S
L
匂
百
三
安
定
培
、
同
∞
H
H
)
は
ジ
ェ
イ

ン
・
オ
1

ス
テ
ィ
ン
G
p
s
k
r
g
g
p
H
ミ
u
l
H
∞
口
)
の
六
篇
の
完

成
作
中
、
最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
執
筆
の
年
代
は
そ

れ
よ
り
も
か
な
り
古
く
、
他
の
作
品
と
重
な
り
合
っ
て
い
た
ら
し

い
。
こ
の
小
説
の
原
形
に
つ
い
て
の
い
い
伝
え
は
確
証
す
る
に
足

る
資
料
が
な
い
か
ら
、
い
ま
問
題
外
に
お
く
と
す
れ
ば
、
『
分
別
と

多
感
』
は
、
出
版
の
順
序
と
は
逆
に
、
『
自
負
と
偏
見
』
(
、
3.e

g
弘
宇
ミ
尚
昆
g
u
E
H
U
)
の
l
|
少
く
と
も
、
そ
の
原
形
の
、
直
後

に
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
こ
っ
の
小
説
は
い
ず
れ
も
草
稿
の
完
成
と
出
版
の
あ
い

だ
に
、
十
年
以
上
の
隔
り
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
こ
ろ
に
幾

度
も
改
訂
の
筆
が
加
え
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ォ

1
ス
テ
ィ
ン
の
全
作
品
の
な
か
で
、
体
裁
内
容
と
も
に
、
特
別
似

通
っ
た
一
対
を
な
し
て
い
る
。
だ
い
い
ち
、
題
名
の
選
び
か
た
が

ま
っ
た
く
同
じ
態
度
で
あ
る
。
h
a
H
J広
09HM色
町
吋
白
百
台
口
O
M
M

と
い

う
頭
韻
を
重
ね
た
匂
が
十
八
世
紀
末
の
あ
る
小
説
中
の
文
章
か
ら

取
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
疑
い
の
余
地
が
な
い
が
、
同
じ
く
頭
韻
を
重
ね
た
と
∞

3
8
8仏

FSH-)HEて
と
い
う
伺
が
題
名
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
こ
と
に
、

こ
の
作
品
の
原
形
が
別
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
な
お

さ
ら
、
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
標
準
的
な
オ
1

ス
テ
ィ
ン
伝

の
著
者
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
、
こ
の
題
名
は
『
自
負
と
偏
見
』
に
な

-( 1 ) 
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第四十六巻

〈

2
v

ら
っ
て
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
っ
て
い
る
。

オ
1
ス
テ
ィ
ン
が
直
接

2
P広
由
自
仏
早
叩

]E山
口
刊
ョ
と
い
う
匂

を
取
っ
た
ら
し
い
作
品
は
も
と
よ
り
、
十
八
世
紀
後
半
の
小
説
一

般
に
、
念
日
比
同
色
白
也
、
な
り
之
官
。

]EH口
ouu
な
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の

併
列
な
り
の
観
念
が
、
実
際
た
び
た
び
見
出
さ
れ
、
そ
れ
と
オ
l

ス
テ
ィ
ン
自
身
の
そ
の
使
用
例
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
自
負
と
偏
見
』
の
文
学
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
方
法
を
展
開
す
れ
ば
、
『
自
負
と
偏
見
』
を
は
巳
め
オ
l

ス
テ
ィ
ン
の
小
説
の
積
極
的
な
特
質
を
分
析
し
、
確
認
す
る
こ
と

さ
え
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

E
ω
8
8
酔
ロ
仏
∞
σ口巴

Eh

EUNMM
は
、
ミ
ハ
P
H
r
s
n
H
p
o宮
内
同
片
口
。
と
に
な
ら
っ
た
命
名
で
あ
る

に
せ
よ
、
な
い
に
せ
よ
、
後
者
の
よ
う
な
直
接
の
原
拠
が
た
ど
ら

(

3

)

 

れ
て
い
な
い
が
、
三
田

8
8
ミ
と

E
8
5
5
5
q
u
w
は
三
一
切
吋
HAHOww
や

ご
切
な
吉
会
口
叩
ご
以
上
に
、
オ
1

ス
テ
ィ
ン
文
学
の
母
胎
を
な
し
た

十
八
世
紀
的
精
神
の
通
有
観
念
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
語
(
観
念
)

の
詮
索
は
、
オ
l

ス
テ
ィ
ン
の
小
説
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め

に
、
無
駄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
れ
ら
の
二
語
が
平
凡
で
あ
り
、
『
分
別
と
多
感
』
が

『
自
負
と
偏
見
』
に
比
べ
て
、
い
わ
ば
一
種
の
失
敗
作
で
あ
る
た

め
に
、
そ
の
吟
味
は
平
板
な
解
説
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か

ー橋論叢

3 
3 
~ 

?現
吋

~所

、み

ー語

智3

F手話

し
、
ま
た
、
『
自
負
と
偏
見
』
の
輝
か
し
い
人
間
性
の
真
実
の
発
見

に
、
側
面
か
ら
の
光
を
投
げ
る
創
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
逆
説
的

に
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
分
別
と
多
感
』
の
筋
を
く
わ
し
く
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
父
を
亡
く
し
た
エ
リ
ナ

l
(
E
E
2
)
と
メ
ア
リ
ア
ン
(
冨
守

口
自
国
ぬ
)
と
い
う
ダ
ッ
シ
ュ
ウ
ッ
ド
(
ロ
E
U当

gε
家
の
姉
妹
が

そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
配
偶
を
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

エ
リ
ナ
l

の
相
手
は
終
始
穏
健
な
エ
ド
ワ
ー
ド
(
肘
品
目

E
丘
町
2
・

2
2
)
で
あ
り
、
メ
ア
リ
ア
ン
は
軽
薄
な
才
子
ウ
ィ
ロ
ピ

l
Q
C
E目

当
日

gmvS)
に
熱
を
上
げ
て
、
棄
て
ら
れ
、
堅
実
な
中
年
の
紳

士
ブ
ラ
ン
ド
ン
大
佐

(
P
Eロ
包
耳
目
含
ロ
)
の
愛
情
を
受
け
入
れ

る
の
で
あ
る
。

姉
妹
の
う
ち
、
姉
の
エ
リ
ナ
ー
が
「
分
別
」
を
、
妹
の
メ
ア
リ

ア
ン
が
「
多
感
」
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
全
篇
の
趣

旨
が
「
分
別
」
の
誼
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
「
謡
歌
」
と

い
う
の
は
い
さ
さ
か
い
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
姉
妹

が
分
け
持
つ
こ
の
人
間
性
の
対
立
観
念
は
、
「
自
負
」
と
「
偏
見
」

の
よ
う
に
、
主
要
人
物
で
あ
る
男
女
の
対
立
と
結
合
と
い
う
型
を

と
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
い
い
か
え
れ
ば
、
物
語
の
主
題
に
直
接

312 



具
象
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
完
全
に
は
一
体
と
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
完
全
に
は
|
l
兄
弟
愛
な
い
し
姉
妹
愛
は
オ

I
ス
テ
ィ

ン
の
大
き
な
関
心
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
「
分
別
」
と

「
多
感
」
は
決
し
て
平
行
線
的
な
原
理
で
は
な
い
。
そ
れ
は
後
述

す
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
分
別
」
が
「
多
感
」
と
結
合
す
る

た
め
の
劇
的
な
葛
藤
が
十
分
み
ご
と
に
映
像
化
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。

で
、
ま
ず
、
対
立
す
る
に
せ
よ
、
し
な
い
に
せ
よ
、
二
つ
の
属

性
「
分
別
」
と
「
多
感
」
が
、
エ
リ
ナ
1
と
メ
ア
リ
ア
ン
に
ど
う

当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
か
。

題
名
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
回
目
Dmow-
と
い
う
語
は
作
中

に
何
度
も
繰
り
返
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
エ
リ
ナ
1
に
つ
い
て

は
じ
め
て
そ
れ
が
語
ら
れ
る
の
は
、
意
外
に
、
物
語
が
か
な
り
進

(

4

)

 

ん
で
か
ら
で
あ
る
。
二
、
一
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る

m
F
0
4
8
白2
0世間
2
白
H
S
F
E仏
宮
吋
。
唱
世
間
8
仏
国
白
目
白
骨
由
。

司
色
-
E
H
M唱
。
ユ
包

HHOF
匹目
h
r
o吋
昨
日
ロ
O白
血
唱
銃
器
ロ
ロ
回
H
E
]
8
P

H
H
2
p
u
u
g‘一g
b
n
o
c同
口
げ
目
。
広
己
口
町
田
由

2
5
2
H
H叶
H
P
E
P
F担
当
広
HH

叶叩
m
s
g
g
u
o
H間
口
恒
三
但
HH門
回
目
。
吟
g
y
広
司
E
M
M。
2
5
z
h
o吋
答
叩
S

4
f

。U
0・

こ
の

z
m
o
a
8
5
0
と
は
も
ち
ろ
ん
「
分
別
」
で
あ
り
、
そ
れ

は
彼
女
の
立
居
振
舞
い
の
健
全
な
原
理
で
あ
っ
た
、
と
い
う
主
張

で
あ
る
。

次
に
、
三
向
。
。
円
相
の
つ
か
な
い

J

g
田
え
の
用
例
が
、
二
、
十

一
に
あ
る
。
世
俗
的
な
エ
リ
ナ
1
の
兄
が
彼
女
に
搾
福
な
ブ
ラ
ン

ド
ン
大
佐
を
掴
え
ろ
と
忠
告
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
と
の
愛
情
は
問
題

に
な
ら
ぬ
、
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
|
|

同
二
曲
目
2
H
o
g
g
B
2
0仏
匹
忠
告
可

1
F
O吋
と
S
口
F
E
8
2ロ

可
。
号
色
合
ー
ー
広
島
。
吋
Y
3
c
-
8
0
4
2
g
伊

国

巳

S
口
MM50ロ
件
。
同

己
Mmhr同国内
Y
2いけ出

AC泣い由。ロ件。同伴一『。
ρ
ロ叩目付目。
HHM-Frocσ]⑦口け回。口印

R
1
2
5
B
O
S
S
E白i
l
可
C
C
H
5
2
件。。

B
g
H
H
間
四
回
目
。
ロ
♀

g
回目白

PHH
件一
VF4け

こ
の
場
合
、
ェ
リ
ナ
1
の
兄
の
い
う

2
8
5
t
と
は
世
俗
的

な
利
害
の
弁
別
力
l
|
そ
れ
も
、
自
分
の
利
害
に
引
き
つ
け
た
も

の
で
あ
り
、
作
者
の
趣
旨
は
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

「
分
別
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

興
味
深
い
こ
と
は
、
は
っ
き
り
エ
リ
ナ
ー
だ
け
に
言
及
し
た

J
開

5
0
3
の
用
例
が
、
全
篇
で
右
の
二
つ
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
事
実
は
い
ろ
い
ろ
な
合
み
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
つ
に
は
、

J
8
8
こ
と
い
う
観
念
が
き
わ
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め
で
あ
り
ふ
れ
た
属
性
を
表
わ
し
、
一
個
の
人
聞
を
特
徴
づ
け
る

標
語
と
し
て
力
が
弱
か
っ
た
、
少
く
と
も
、
人
聞
を
映
像
的
に
印

象
づ
け
に
く
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

J
0
5
0
ご
と
い
う
観
念
が

哲
学
的
に
ど
う
理
解
さ
れ
た
に
も
せ
よ
、
い
わ
ゆ
る
「
理
性
の
時

代
」
で
あ
っ
た
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
精
神
は
、
根
本
的
に
、
「
分

別
」
を
重
ん
巳
た
の
で
あ
り
、
オ

1
ス
テ
ィ
ン
は
そ
れ
を
受
動
的

に
容
認
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
メ
ア
リ
ア
ン
の
公
認

5
5
F
E
u
-
u
は
い
っ

そ
う
鮮
明
に
文
肱
か
ら
浮
か
び
上
る
。
開
巻
第
一
孝
に
、

回目

5
0叶
目
白
司
、
司
広

HH
凸
O口口。吋
HY
昨日
5
0
H
O白曲目

G同
げ
冊
一
司
色
白
円
四
、
血

目。口出己
ω
昨日iH
伸
一
可
:

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
全
筒
に
四
度
そ
の
言
及
が
あ
る
。
こ
の
語

が

2
8
5
t
に
比
べ
て
ほ
ぼ
四
分
一
の
頻
度
数
で
し
か
使
わ
れ

(
5
)
 

て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
対
照
は
か
な
り
き
わ
立
っ
て

い
る
。
メ
ア
リ
ア
ン
の

J
O
S
H
-
u
E
Q
3
は
作
者
オ
l

ス
テ
ィ
ン

の
創
作
意
識
の
な
か
に
、
明
瞭
に
顕
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

メ
ア
リ
ア
ン
は
「
多
感
」
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
「
分
別
」
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
、
一
に
あ
る
次
の
文
章

戸
、ー

は
、
は
っ
き
り
彼
女
の
「
分
別
」
を
語
っ
て
い
る
。
ダ
ッ
シ
ュ
ウ

ッ
ド
家
の
末
娘
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
個
所
で
あ
る
|

冨
民
間

2
2
・甘
P
白
色
吋

2
丘
、
昨
日
立
σ主
将
問
。
。
仏
骨
色
。
同
区
白
H
'

E同
国
民
日
吋

C
B
8
8
U
4
H
F
C
E
H
H
S
E
m
B
H
H口
『

C同
『

2
m
g目
。
:

肋
川
狩
エ
リ
ナ
!
と
メ
ア
リ
ア
ン
の
対
立
が
十
分
劇
的
な
物
語
の

主
題
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
先
に
一
言
し
た
が
、
彼
ら
が
表

わ
す

E
8
5
0
3
と
よ
叩
世
田
口
uEdww
は
必
ず
し
も
矛
盾
的
な
観
念

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
、
前
者
は
作
中
で
種
々
な
意
味

の
巾
を
持
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
独
立
し
た

J
2
8
ョ
な
い
し

2問。。仏

2
5
t
の

ほ
か
に
、
た
び
た
び
た

m
g
g
o
T
と
い
う
語
法
が
出
て
く
る
が
、

メ
ア
リ
ア
ン
に
つ
い
て
述
べ
た
例
も
少
く
な
い
。
ま
ず
、
一
、
十

六
で
、
ェ
リ
ナ
ー
が
母
に
メ
ア
リ
ア
ン
と
ウ
ィ
ロ
ピ
ー
が
婚
約
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
き
い
て
み
た
ら
、
と
す
す
め
た
と
き
、
母

が
答
え
る
|
|

H

A

司
。
ロ
冨
ロ
。
仲
伊
丹
仲
白
目
立
ぢ
同
C
叶
円
。
岳
町
凸
C
口
白
色
白
口
口
由
。
同

SU可

。
5
u
G同
F
O
E
-仏
S
ロ口

HHZguσ
。
2
5叩
F
m
g白
白
色
合
同
庁
同
司

C己仏

匂吋

2
白
ロ
け
匹
。
仏
8
5
H
d匂げ
E
E
F
2
耳目出何回
g
g
H問
HH什合叶凸のけ・

次
に
、
a

J

、
七
で
、

メ
ア
リ
ア
ン
が
ウ
ィ
ロ
ピ

l

の
絶
交
状
を
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受
け
取
っ
た
と
き
、

エ
リ
ナ
ー
が
な
ん
と
か
し
て
彼
女
を
慰
め
よ

う
と
す
る
と
、

kr
間

HR白血

O同
司
E
p
d司
HH山口
HM
肘
ロ
ロ
司
叶
℃
叶
C

口口同
10仏
問
。
叶
げ
白
H-
血

HE

3
2
H
F
B包
o
-
M
2
B
o
s
g
B同0
2
P
E
P
E仏
国
討
。
司
自
己

-
s
a

g
与
円
四
件
。
。
同
町
吋
m
a
g
s
o
朗自口出品
C
岡
宮
吋

E

E
ロ
g
p
σ
u
-
g
uユロ問

( 5 ) 

な
お
、
も
う
一
つ
、
物
語
の
終
り
に
近
い
三
、
十
一
で
、

ナ
ー
が
メ
ア
リ
ア
ン
に
、
ウ
ィ
ロ
ピ

1
と
結
婚
し
た
と
し
て
も
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
説
く
個
所
で
あ
る
|
|

MH。
t
y
m
O一
回
由
自
由
同
町
。
回
。
ロ
可
但
口
門
同
町
。
ロ
叩
出
汁
可
一
唱
。
ロ
日
仏
】
MMH4回
目
。
山

吉
P
耳
目

8
9者
伊
叶
。
。
岡
山
、
。
H注
目
い
Z
H
v
t
o
p
件
。
白
辻
冊
目
立
包
戸
匹
目

2
0ロ
o日
可
吾
忠
君
o
c
E
m
wゆ
UO伊
叶
件
。
可
C
C

ゆ
G
E
E
-
0・.

メ
ア
リ
ア
ン
は
悲
痛
の
只
中
で
姉
の
親
切
を
「
感
知
」
で
き
る

少
女
で
あ
り
、
母
と
姉
か
ら
「
義
務
」
と
「
名
誉
」
の
「
感
得
」

を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
健
全
な
「
分
別
」
を
そ
な
え
て

い
る
。
彼
女
の
「
感
受
性
」
は
そ
の
よ
う
な
、
生
活
的
、
道
徳
的
、

知
的
な
知
覚
力
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
含
意

が
汲
み
と
れ
る
。

ジ
ェ
イ
ン
・
ォ
l

ス
テ
ィ
ン
が
『
分
別
と
多
感
』
を
書
い
た
こ

ろ
、
す
な
わ
ち
、
十
八
世
紀
の
末
か
ら
十
九
世
紀
の
始
め
に
か
け

て
、
室
田
S
8
3
と
い
う
語
が
持
っ
て
い
た
意
味
の
巾
は
、
H

『・同町・

ニ巳

リ

同
)
・
(
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
)
を
見
れ
ば
、
簡
単
に
、
し
か

も
、
実
証
的
に
分
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
分
類
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
細
か
し
い
語
義
の
差
を
彼
女
が
ど
う
意
識
し
て
い
た
か

は
、
い
ま
問
題
に
す
る
ま
い
。
た
だ
、
こ
の
語
の
現
実
的
な
実

体
・
機
能
で
な
く
、
そ
の
規
範
的
な
意
義
を
考
え
る
場
合
に
、
彼

女
が
思
い
浮
べ
た
も
の
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士

(
E
B
g
-
』C
F
ロa

g
p

ロO
由
主
)
の
『
字
引
』
(
同

j
z
u宣
言
言
ミ
ミ
苦
周
辺
司
目
付
与

』

U
9
3
q£

ε
P
H吋
MM)
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
オ
l

ス
テ
ィ

ン
が
こ
の
「
良
識
」
の
代
表
者
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
八

一
八
年
版
の
『
ノ
1
サ
ン
ガ
l

・
ア
ベ
イ
』
(
図
。
三
宮
昌
也
寄
与
z
q
)

と
『
説
得
』

(
3
3
S
2
3
)
の
合
本
の
序
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り

(
6
)
 

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
『
ノ
I
サ
ン
ガ

1

・
ア
ベ
イ
』
の
一
、
十

四
に
は
、
単
語
の
語
義
に
潔
癖
な
冗
談
話
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の

『
字
引
』
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

と
に
か
く
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
字
引
』
に
は
、

ah850uu
の
語

義
が
次
の
よ
う
に
十
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
|
|
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の
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司
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ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、
「
感
覚
」
な
い
し
「
分
別
」
と
「
感
受

性
」
の
類
縁
が
ど
う
で
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、

J
8
2
E
正
u

三
は
ほ

し
い
ま
ま
に
つ
の
ら
せ
で
は
な
ら
ず
、
「
分
別
」
に
よ
っ
て
制
御
す

ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
ラ
ン
プ
ラ
l
』
(
叶
ど
凶
雪
干

さ
コ
口
8
1
3
の
百
十
二
号
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
ー
ー

E
S
S宮
司

E
口
討
耳
目
目
。
汁
凶
日
目
白
血

g
g
q
E
σ
]
0
2
Z
B
E
'

m仲。
c
m
O叶
同

HOHmvH
口
C
白
血

H仏叩
吋

hH仲
仲
。
ロ
タ
山
F
A

い
仲
畑
出
血
戸
口

mm吋
。

HH印
件
。

σ伯
仲
。
。

守
口
問
。
吋
件
。
。
吋
仲
間
広
々

E
匹

目

立

m
E
-
F
5
5
5
Q
B
a
u
S
P回

目
HM凸
⑦
曲
目
白
ロ
件
担
件
件
。
ロ
4
E
Cロ
汁
。
凸

-o同
P口
口
白

mwロ
仏

MM吋
OHV吋仲
mu--可
wσ
白
占
己
仙
の
】
円
叩
ロ
t

四
円
凶
仲
C

P

窓
口
仏

OH口
ぬ
印
聞
い
ロ
口
。
ロ
伯
仲
田
芯
口
け
司
広
何
回
付
何
回

o
n
cロ
門
目
立
古
口
。
同

HHロ
日

F
E
q
;

ひ
と
り
娘
ジ
ュ
リ
ア
が
あ
っ
て
、
彼
ら
は
愛
し
合
う
よ
う
に
な

る
。
が
、
資
産
の
な
い
へ
ン
リ
1
は
伯
爵
家
の
娘
に
求
婚
す
る
自

信
が
な
い
。
双
方
で
居
時
し
て
い
る
。
メ
ル
グ
ィ
ン
卿

(
v
o
a

昌
広
三
口
)
と
い
う
ジ
ュ
リ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
身
分
の
青
年
が
現
わ

れ
、
ヘ
シ
リ
1
の
誤
解
が
も
と
で
、
二
人
の
青
年
の
決
闘
さ
わ
ぎ

が
起
り
、
へ
ン
リ
ー
が
死
ぬ
。
ジ
ュ
リ
ア
も
失
意
の
果
て
に
死

ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
伯
爵
は
も
と
も
と
へ
ン
リ

1

の
父
と
語
ら
っ

て
、
彼
を
娘
の
婿
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
悲
劇
の
あ

と
で
分
る
。
以
上
の
人
物
の
ほ
か
に
、
ウ
ィ
ル
モ

y

卜
夫
人

(
F
P

身
krロ
5
4司
己

B
2
)
と
い
う
、
機
智
に
富
ん
だ
、
一
見
派
手
な
性

格
な
が
ら
、
真
情
に
満
ち
た
女
性
が
、
登
揚
し
て
、
事
件
の
観
察

を
そ
の
恋
人
に
書
き
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

レ
イ
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ
ア
は
し
と
や
か
な
、
純
情
な
少
女
で
、

J
0
5
5
5
q
u
w
の
権
化
で
あ
る
0

・
へ
ン
リ
ー
が
彼
女
の
容
姿
を

伝
え
る
全
篇
中
最
初
の
手
紙
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
l

|

:
-
r
2
p
m
wけ
5

2

2叩
吋

叩

間

三

良

一

宮

叶

日

2

5

8
仏

Z
2
H
M

MVPH江
口
ロ

-
g
d『
HodmHUJr叩
H-
げ

FHH-H伺
HM仲
σ吋
。
耳
ロ

U
F凸
吋
由
一
可
即
日
山
ぴ

-HHP

EHロ

0同
目
。
片
品

UHH叩日
Mrp凶
仏
白

210ロ
問
】
旬
。

HMU吋
自
国
曲
目

4
0
0同
己

HO
叩
阿
ρ
β
同
回
目
宮
山

田
冊
目
回
一
口
uFロ
件
一
可

O
同
町
四
叶
目
。
ロ
-
-

し
か
し
、
「
感
受
性
」
の
尊
崇
が
す
ぐ
彼
の
足
も
と
か
ら
起
っ

て
、
「
分
別
」
の
平
衡
を
崩
し
か
け
た
。
会
一
Z
2巴
c岡
山

2
5
5
5
q
u
u

と
呼
ば
れ
る
作
品
が
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、
十
八
世
紀
の
半
ば

で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
セ
ス
・
プ
ル

y
ク
(
吋

E
目。

g

H
W

吋
。
。
官
、
口
忠
沼
)
の
『
レ
イ
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ
ア
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ

ル
』
ハ
伊
豆
?
H
t
p
由
民
S内出
6
3
5
)
と
い
う
小
説
が
一
七
六
三
年
に

(

9

)

 

出
版
さ
れ
た
が
、
書
簡
体
で
、
こ
ん
な
筋
の
物
語
で
あ
る
l

|

へ
ン
リ
1

・
7

ン
デ
ヴ
ィ
ル
と
い
う
青
年
が
裕
福
な
縁
者
ベ
ル

モ
ン
ト
伯
爵

2
2
H
O同
回

目

E
S
C
に
養
わ
れ
て
い
る
。
伯
爵
に

ウ
ィ
ル
号

y

ト
夫
人
も
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
|
|



H
Z白
日
目
可
定
叩
目
立
由
同
O
同

BU『
同
戸
町
円
ユ
叩
回
向
山
U

可O
H品目

mu
恒
三
日
刊
目
白
入
ロ
ロ

O
同

8
5
5
E
q
w叩
4
8
a
H
5
2
々
g
s
o
口
町

R
自由

O
同

50HM吋
as

t
o田
仲
間
。
ロ
c司
国
対
O
ロ

g
丘町

w司
広
甘
釦

B
Pロロ
2
8
8
F
日

c

g
ロ'

r
F
g
B
S
E
E
V
2
0
4〈ロ

g
s
g
E口
司
ミ
・

一橋論叢

た
し
か
に
、
彼
女
の
「
多
感
」
さ
が
そ
の
破
誠
の
原
因
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ふ
う
の
モ
ラ
ル
は
損
わ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ま
た
、
そ
の
破
滅
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な

感
動
そ
の
も
の
が
物
語
の
主
題
で
あ
る
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
の
場
合
、
「
感
受
性
」
は
「
分
別
」
の
対
立
物
と
し

て
人
生
の
葛
藤
の
十
分
な
要
因
に
な
っ
て
い
な
い
。
へ
ン
リ
ー
が

性
急
な
決
闘
さ
わ
ぎ
を
ひ
き
起
す
の
は
、
彼
の
「
過
敏
」
さ
の
結

果
か
も
し
れ
な
い
が
、
直
接
レ
イ
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ
ア
の
「
感
受
性
」

の
責
任
で
は
な
い
。
書
簡
体
の
形
式
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
物
語
は
そ
の
直
前
の
大
小
説
家
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

3
S
H
a

g
-
E口
E
a
g
p
H
E
唱
ロ
bH)
の
作
品
、
こ
と
に
、
代
表
作

『
ク
ラ
リ
サ
』

(
2
9
Y
S
F
口
会

1
3
の
一
涙
も
ろ
い
甘
美
な
情
緒
を

継
承
し
て
、
そ
れ
を
技
法
的
に
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
同
じ
く
結
婚
問
題
を
扱
っ
た
悲
劇
で
あ
り
な
が
ら
、
女
主

人
公
は
現
実
に
対
し
て
ク
ラ
リ
サ
の
よ
う
な
性
格
な
い
し
個
性
の

抵
抗
を
一
万
さ
な
い
。
だ
い
い
ち
、
伯
爵
が
彼
女
と
へ
ン
リ
l

の
結

ノ

婚
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
と
で
分
る
、
な
ど
と
い
う
説
明
は
、

む
し
ろ
滑
稽
で
あ
ろ
う
。

作
者
の
姿
勢
と
そ
の
人
間
理
解
の
限
界
を
暗
示
す
る
語
が
、
第

二
の
引
用
文
中
に
あ
る
。
「
感
受
性
」
の
尊
崇
が
や
が
て
十
九
世

紀
は
じ
め
の
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
主
義
復
興
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

は
、
文
学
史
の
明
白
な
実
情
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、

J
o
s
s丘
町
ヨ

と
い
う
語
は
「
ロ
マ
ン
ス
じ
み
た
」
、
あ
る
い
は
、
「
と
ほ
う
も
な

〈
的
)

い
」
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
定
義
を
は
み
出
し

た
主
張
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
小
説
の
「
感
受
性
」
と
、
ひ
い

て
は
、
そ
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
は
、
個
性
の
解
放
、
あ
る

い
は
、
個
我
の
確
立
と
い
う
積
極
性
を
志
向
し
て
い
な
い
の
で
あ

あ
だ
ば
な

る
。
プ
ル
ッ
ク
の
美
は
む
な
し
い
徒
花
の
美
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ン
・
オ

l
ス
テ
ィ
ン
が
フ
ラ
ン
セ
ス
・
プ
ル
ッ
ク
を
読

〈

U
)

ん
だ
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
が
、
同
じ
く
「
感
受
性
」
を
た
た
え

る
三
篇
の
物
語
を
書
い
た
マ
ッ
ケ
ン
ジ

l
〈
同

g
q
民
2
r
E
F

口
a

H
∞ωH)
は
た
し
か
に
知
っ
て
い
た
。
『
ノ
l

サ
ン
ガ
l

・
ア

ベ
イ
』
の
な
か
に
、
彼
の
編
集
し
た
雑
誌
『
ミ
ラ
1
』
(
司
芝
居
下

〈
臼
〕

遣
、
)
に
対
す
る
興
味
深
い
言
及
が
あ
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ

l

の
小

説
を
読
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
『
分
別
と
多
感
』
を
書
き
な
が
ら
、

そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
と
想
像
し
て
も
、
大
し
た
誤
り
で
は
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『分別と多感』

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

マ
ッ
ケ
ン
ジ

1
の
小
説
中
で
最
も
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
な
作

品
は
、
最
後
に
出
版
さ
れ
た
『
ジ
ュ
リ
ア
・
ド
・
ル
ピ
ニ
ェ
』

亡
と
言
、
た
勾
S
E
q昌
弘
、
ロ
ミ
)
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
書
簡
体
で
、

結
婚
に
か
ら
む
悲
劇
を
物
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

妻
を
失
い
、
落
暁
し
た
父
に
伴
っ
て
、
田
舎
住
い
を
し
て
い
る

ジ
ュ
リ
ア
に
は
、
ひ
そ
か
に
思
慕
を
よ
せ
た
青
年
サ
グ
ィ
ヨ
ン

(ri--。
ロ
)
が
あ
る
。
が
、
父
と
自
分
に
親
切
を
尽
し
て
く
れ
る

廉
潔
な
ル
イ
・
ド
・
モ
ン
ト
パ
ン

(
F
g
z
r
区
c
E
F
5
8
)
伯

爵
の
人
柄
に
打
た
れ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
サ
グ
ィ
ヨ
ン
は
ジ

ュ
リ
ア
と
結
婚
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
資
産
を
え
よ
う
と
し
て
、
マ

ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
の
植
民
地
で
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
結

婚
し
た
と
い
う
虚
報
が
伝
わ
る
。
ジ
ュ
リ
ア
は
伯
爵
の
求
婚
を
受

け
入
れ
る
。
サ
グ
ィ
ヨ
ン
が
財
産
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
一
一
人

位
ジ
ュ
リ
ア
の
乳
母
の
う
ち
で
会
っ
て
、
別
れ
を
告
げ
る
。
伯
爵

が
妻
の
貞
節
を
疑
っ
て
、
彼
女
を
毒
殺
し
、
誤
解
を
惜
っ
て
、
自

殺
す
る
。

( 9.) 

舞
台
は
フ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
物
語
の
構
想
に
は
『
レ

イ
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ
ア
』
と
著
し
い
類
似
が
あ
る
。
女
主
人
公
ジ
ュ

リ
ア
の
名
が
ひ
と
し
い
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

マ
ッ
ケ
ン
ジ
|
の
ジ
ュ
リ
ア
も
「
多
感
」
な
女
で
あ

る
。
亡
く
な
っ
た
彼
女
の
母
が
書
き
残
し
た
子
記
に
、
こ
ん
な
こ

と
が
書
い
て
あ
る
|
|

と
に
か
く
、

H
Eロ
ロ

O同
色
目
。
耳
目
百
四
日
間

F
O
E
g
丘
町
四
叶
司
色
白
山
口

m
P
5
8

0
口

当
F
C
B
田
町
田
唱
。
己
仏
国
♀
司
仲
田
町
件
。
ゲ
叩

r
u
oロ
仏
四
国
H
W

。
吋
唱
げ
C
日叩

広口
-
S
F
t
G口出

E
Z
B同
U
2
z
r凸
宮
叶
印
耳

c
c
E
色
白
色
叶

o
g
g己
吋

O己

∞
町
四
三
口

t
o
B
G
B
宮

内

HF口
問
。
吋
同

B
B
E
h注
目
。

p
s
m曲
、
け
町
三

回
0
5
5
E
q
c同
印

g
f
d司庄司
HH
司

E

U刊
H
O
E
宮
匹
。
七
回

S
O
S
5
H
H

同
G吋什何回
OHHOMVU50日
目
。
同

σCけ
HH(HL巾
2
2・
凶

M
H〈
)

た
し
か
に
、
彼
女
の
性
格
は
受
動
的
で
あ
る
。
悲
劇
は
そ
の
性

格
と
環
境
の
相
剖
拙
か
ら
生
乙
る
に
相
違
な
い
が
、
破
滅
の
原
因
は

は
っ
き
り
外
在
的
で
あ
る
。
彼
女
の
父
は
、
レ
イ
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ

ア
の
父
の
よ
う
に
、
恋
人
た
ち
の
結
婚
を
望
み
な
が
ら
、
そ
れ
を

隠
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
情
説
の

設
定
は
も
っ
と
も
ら
し
い
と
は
し
で
も
、
女
主
人
公
は
ま
っ
た
く

無
力
で
あ
る
。
彼
女
の
「
多
感
」
さ
は
そ
の
無
力
さ
を
拡
大
し
て

見
せ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ジ
ュ
リ
ア
は
ひ
そ
か
に
思
い
を
よ
せ
て
い
る
サ
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
異

郷
で
結
婚
し
た
と
聞
い
た
と
き
、
ま
ず
、
そ
の
思
い
を
自
責
す
る

319 



第四十六巻

当
日
同
昨
日

O
H
司
富
円
宮
叶
山
岳
山
口
問

g
B
E江
口
宮
也
凸
曲
一
。

F
H
H
H
H四
国
間
汁

耳

E
F
担
自
広
田
仲
田
可
丘
町

H
Z
m
p
H
討
。
色
町
吋
ぬ
血
叩
吋
〈
包

s
i
c
-
P
Z
5
0

広
2
0同

r
s
p昨日
H
Fロ
仏
国
同

G
d
s
-
(
F
2円
相

吋

凶

H
)

ジ
ュ
リ
ア
の
恋
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
彼
女
自
身
に
そ
う
感
じ

と
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
破
綻
に
導
い
た
の
は
、

同
じ
く
「
非
現
実
的
」
(
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
)
な
モ
ン
ト
パ
ン
の
「
名

誉
感
」
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
リ
ア
に
そ
う
感
じ
ら
れ
る
「
名
誉
感
」

で
あ
っ
た
。
彼
女
は
父
と
モ

y
ト
パ
ン
の
性
格
の
類
似
を
述
べ

て
、
こ
沿
っ
い
っ
て
い
る
iー
ー

〉

HH仲間
HH
目
。
口
出
由
。
同
町
。
ロ
。
ロ
吋
同
日
刊

ρロ
笹
口
可
件
一
『
叩
唱
。
吋
立
。
回
。
同
ぴ

04FV-

冨

O巳
釦
ロ
ぴ

hHP
同

g
B
E田
宮
田
問
団

2
1口
。

古

匹

叩

R
B
U可

F口
仏

庄

回

目
。
世
間

B
m
H
P口
口

0
5
∞勺巴
p

g吋
立
。
国
主
件
。
鈴

40ミ

2
5釦
ロ
江
口

HMO仲間
]HH・
(
岡
、
白
日
比
四
吋
同
一
【
]
[
)

『
ジ
ュ
リ
ア
・
ド
・
ル
ピ
ニ
ェ
』
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

一橋論叢

は
、
『
レ
イ
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ
ア
』
の
と
ひ
と
し
く
、
積
極
性
を
欠
い

(
日
)

て
い
る
の
で
あ
る
。

ダ
ッ
シ
ュ
ウ
ッ
ド
一
家
の
「
分
別
」
の
こ
と
を
先
に
一
言
し
た

が
、
メ
ア
リ
ア
ン
の
「
多
感
」
は
母
か
ら
の
遺
伝
ら
し
く
、
そ
れ

は
、
ジ
ュ
リ
ア
の
夫
モ
ン
ト
パ
ン
の
よ
う
な
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」

な
「
高
い
名
誉
感
」
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
一
に
こ
ん
な

一、

， 
~ 

こ
と
が
書
い
て
あ
る

l

|

・

σロけ

5
F
G
Y
B
E仏

F
O
H叩

4
2
P
田
町
口
目
。
。
同
げ
。
ロ

0
5
目。

r
g
p
p
問
問
宮
古
田
佐
々

8
8
B
E
E
P
F
F仲
E
U『
品

目

白

由

。

同

任

。

】内

E
P
σ
U
1
耳

HHOBg白J
〈
叩
同
性

4
2
0吋
吋
白
円

2
4
a
u司
gZHHmw叶
白
目
。
ロ
?

8
0同

H
E
S
2
2
σ
Z
全
国
間

5
汁

メ
ア
リ
ア
ン
が
ど
ん
な
に
可
憐
で
あ
ろ
う
と
も
、
ま
た
、
そ
の

原
因
が
真
率
な

2
8口
出

HE-HQ
こ
に
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
し
ょ

せ
ん
矯
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
矯
正
の

方
向
は

E
8
5
0
こ
に
よ
る
節
度
と
調
和
に
あ
っ
た
。
ォ

1
ス
テ

ィ
ン
は
、
少
く
と
も
、
こ
の
場
合
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ

1
以
上
に
「
ロ

(
リ

H

)

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
の
積
極
性
を
認
め
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

四

ウ
ィ
ロ
ピ

1
は
「
才
能
の
あ
る
、
想
像
力
の
鋭
い
、
活
気
に
充

ち
た
、
そ
し
て
率
直
な
親
し
み
深
い
態
度
の
青
年
だ
っ
た
。
彼
こ

そ
ま
さ
に
メ
汐
リ
ア
ン
の
心
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
に
出
来
上
っ
た

人
物
で
あ
っ
た
。
」
(
一
、
十
)
彼
ら
は
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
み
、

話
を
し
、
歌
を
歌
っ
た
。
そ
し
て
、

--P目
仏
げ
叩
叶
叩

PR日
司
回
同
日
μ
色
目
仲
財
団
田
市
ロ
出
回

σ即日時け
UHRH仏
目
立
吋
広
司
町
山
口

HH

出向凶
J

司

F吋《凶

FF仏
C
口
問
。
立
信
ロ
主
叩
】
司
君

Fロ
お
ム

/' 
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が
、
そ
の

=
8
5
5
E
Q
こ
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

と
い
え
ば
|
|
=
一
、
八
に
、
彼
が
メ
ア
リ
ア
ン
を
棄
て
た
あ
と
で
、

彼
女
が
重
病
に
か
か
っ
た
と
き
、
突
然
、
見
舞
い
に
来
て
、
エ
リ

ナ
l

に
会
う
個
所
が
あ
る
。
自
分
が
財
産
も
な
い
の
に
、
費
沢
な

暮
し
に
な
れ
て
い
て
、
金
持
の
娘
ソ
フ
ィ
ア

2
4
E
P
の叶

4
)
と

結
婚
す
る
よ
り
ほ
か
し
か
た
が
な
か
っ
た
こ
と
、
自
分
が
誘
惑
し

て
棄
て
た
娘
エ
ラ
イ
ザ
(
出
口

g
当
日
5
5ろ
の
こ
と
な
ど
を
語
り
、

ロ
ン
ド
ン
で
、
棄
て
る
つ
も
り
で
い
た
メ
ア
リ
ア
ン
か
ら
手
紙
を

受
け
取
っ
た
と
き
の
気
持
を
、
告
白
す
る
。
少
し
長
い
が
、
全
文

を
引
用
し
て
み
た
い
|
|

4
5
g
S白
骨
三
。
同
】

MOぺ
2
2岳
白
血

B
P
〈
恒
三
三
日

s
a
E冊目同

色
白
"
同
。
叶

Hd司
監
百
件
。
司
ロ
匹
。
司

HHOH団
広

S
F
)
若
宮
与

H
r
-
Z臼
1
5

5
叩

g
S
B
S
同法

E
F
5
2
0
Z
2
1
2目。
P
E
P
5
0
8
曲目白

HLo

os--官
任
者
三
。
。
回
目

g
u
-
-
o
g山
田
由
自
可
。
一

BO丘
Oロ
l
1
8
1叩
色
区
間
目

当
叩
叶
叩

4
0
q
u
2
q
H〕
P
E
P
H
-
-肘
4
0
4
ロ
5u
叩
4由
々
司
。
昆
司

E
l

E
F
O
討

F口
H
g
d
z
s叩
SHVHμ
。
叶
司
月
比
口
町

F
2叶
仏

E
吋-司吋

FZ♂
司
自
吋
白

田町白

Fmw叶
P
当

C
C
E
同
O叶
σ日仏
1
P
E
m
m白
叶
件
。
自
可

Fwp叶
汁
寸
。

]hHM04

5
三

回

R
E回
目
。
耳

E
E
g
d司
ロ
司

E
1
5
S白
血

P
E
O
H笹口
m
g
m
o
l

F
F
C白
色
叩
号

op--A門
E
口
合
同
ぴ

0
5
8色
合
的
何
回
吋
臼
一

l
1
4
E仲
伊

ga

1
0
0内
40β
日
仏
印

F
O
F
P
Z問
Z
S
B叩一
f
i
z
z
p日
F
H
5
2
1ロ目。
5
l

H
Zロ
0
2
5
4
B
H叩
σ自
注
目
吋
肘
一
ロ

O唱
ロ

g
B
Z
E
H
H
B旬
。
当

p
l
g仏

同

担

5
2
3
5
4
R
O
P
2
2・

ウ
ィ
ロ
ピ

1
自
身
が
「
陳
腐
な
比
喰
」
と
い
い
、
こ
ん
な
い
い

か
た
を
メ
ア
リ
ア
ン
が
聞
い
た
ら
、
と
が
め
る
だ
ろ
う
、
と
い
っ

て
い
る
が
、
た
仏

pm何
回
叶
ョ
や
よ

FHBRH2ZHt
と
い
う
よ
う
な

「
比
鴨
」
の
斡
乞
使
わ
な
け
れ
ば
衷
情
を
表
現
で
き
ぬ
と
し
た

ら
、
彼
の
感
情
生
活
そ
の
も
の
が
「
陳
腐
」
に
相
違
な
い
。
彼
に

こ
の
よ
う
な
言
葉
使
い
を
さ
せ
た
作
者
は
、
明
か
に
意
識
的
で
あ

り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
「
才
能
」
と
「
想
像
力
」
の
質

を
暗
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
ウ
ィ
ロ
ピ

l

の
性
格

は
メ
ア
リ
ア
ン
の
性
格
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

メ
ア
リ
ア
ン
と
ウ
ィ
ロ
ピ
1
の
関
係
は
同
質
の
牽
引
で
あ
る
。

と
も
に
現
実
把
握
の
力
強
さ
を
欠
く
幻
想
が
自
己
に
溺
れ
た
姿
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
メ
ア
リ
ア
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
ウ

ィ
ロ
ピ
ー
が
、
メ
ア
リ
ア
ン
の
趣
味
や
意
見
を
「
僕
自
身
の
趣
味

や
意
見
よ
り
も
も
っ
と
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
」
と
い
い
な
が
ら
、

結
果
と
し
て
、
彼
女
の

2
8
5
5
F
H
G
3
の
真
率
さ
に
与
れ
な
い
と

し
た
ら
、
彼
ら
の
現
実
的
な
結
合
(
結
婚
)
は
成
立
す
る
は
ず
が
な

い
の
で
あ
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
は
エ
リ
ナ
1
と
同
質
で
あ
る
。
「
美
男
子
で
も
な

く
、
お
互
に
親
し
く
う
ち
と
け
て
来
な
い
う
ち
は
態
度
も
ぎ
ご
ち
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第四号

な
か
っ
た
。
あ
ま
り
内
気
す
ぎ
て
自
分
の
美
点
を
十
分
に
発
揮
出

来
な
い
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
度
生
れ
つ
き
の
は
に
か
み
に

う
ち
か
て
ば
率
直
な
愛
情
に
と
ん
だ
心
は
一
つ
一
つ
の
行
い
に
は

っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
来
た
。
物
わ
か
り
も
よ
く
、
彼
の
受
け
た
教

育
が
そ
の
理
解
力
を
十
分
の
ば
し
て
い
た
。
」
(
一
、
三
)

し
た
が
っ
て
、
メ
ア
リ
ア
ン
が
彼
に
詩
人
ク

l
パ

1
を
読
ま
せ

「
感
受
性
」
が
こ
も
っ
て
い
な
か
っ

}橋論叢

そ
の
読
み
か
た
に

た
、
と
彼
女
が
こ
ぼ
し
た
と
し
て
も
1
|

出
口
昨
日
件
当
。
ロ
冨

]
μ
2
0
σ
g
w
巾
ヨ
q
Z
Pユ
甘
包

H
-
0
4
E
E
B
U
S

H
H
0
2
E日
B
E
4
E
F
8
5昨日目

m
g巴
σ
E
q
Q
M
口
同
)

た
と
き
、

そ
れ
は
む
し
ろ
彼
の
抑
制
の
て
ら
い
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
彼
が
当
時
流
行
し
た
風
物
の
と
空
白
片
足
。

2
5
3
な
見
か

た
を
榔
撤
す
る
態
度
も
、
同
じ
く
、
エ
リ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
一
種

の
て
ら
い
に
陥
っ
た
」
の
で
あ
る
(
一
、
十
八
)
|
|

阿国

HHPロ
ロ
担
、
口
封
ロ
-
回
目
件
。
叩
也
、
司
HHH口町
G
C問

HH仲件。
σ叩
σCH《同一回目同吋
a

-P8mvM凶
国
文
・
担
目
的
。
伊
口
内
山
口
口
口

Oロ己
Y

耳目
HH口町
ccmげ件件。
σ白
可
虫
記
己
目

hH叶伊ロ仏

E
m間
丘
、

E
〈
凶
丘
町

S
H
H
Z
Z
2
Z
2
2
2
H間
宮
、
耳

HHH凸】
MccmHH件。ロ
q

g
Z宮
内
法
目
立
ロ
♀

F
gロ
m
v
F四回
C
P
B
a
g
s
ぇ
P
E
a
E
5
8

〈

口

)

HMHHm吋叩・
自
身
「
分
別
」
を
表
わ
す
エ
リ
ナ
ー
が
彼
の
「
分
別
」
を
保
証

し
て
い
る
|
|

， 
d 

E
O
同
封
山
国
曲
目

HMmO
担ロ内同日回目目的。。仏口四日出血

¥M
口G
口
広
回
同
叩
品
目
ロ
ロ
。
P
R
h
回。

。ロ

O
B
P
H
S
E
F
σ
o
E
仏。
c
z
u
d司
H
M
O
E血
目
。
。
ロ

H
H
H
B
O
P
E

E
S何日
M
S
g官
官

H
M
H
S
E
E叶白血
0
3
a
gロ
4mgptcpuwQU

H

〈
・
)し

か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
「
分
別
」
は
い
か

に
も
消
極
的
で
あ
る
。
彼
は
若
気
の
過
ち
で
ル

1
シ

1
P
S可

∞
芯
色
白
)
と
い
う
野
卑
な
少
女
と
婚
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

エ
リ
ナ

l
と
知
り
合
っ
て
愛
を
抱
く
と
、
極
力
そ
れ
を
抑
え
る
。

世
間
体
を
気
に
す
る
彼
の
裕
福
な
母
が
そ
の
婚
約
を
知
っ
て
、
激

怒
し
、
そ
れ
を
破
棄
し
て
、
モ

l
ト
ン
嬢
(
宮
町
田
区
2
Zロ
)
と
い

う
金
持
の
娘
と
結
婚
せ
よ
、
と
い
っ
た
と
き
、
い
ま
で
は
気
の
す

す
ま
ぬ
ル

1
シ
ー
と
の
結
婚
を
、
便
宜
上
回
避
す
る
こ
と
を
肯
ん

ぜ
ず
、
母
の
財
産
を
も
ら
い
損
う
。
結
局
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
大
佐
が

提
供
し
た
わ
ず
か
な
牧
師
禄
と
、
半
ば
折
れ
た
母
か
ら
の
贈
り
物

一
万
ポ
ン
ド
の
資
力
で
、
つ
つ
ま
し
く
エ
リ
ナ

l
と
結
婚
す
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
の
「
分
別
」
は
、
た
し
か
に
、
彼
と
そ
の
堅
実
な
宇

身
と
の
結
合
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
ど
う
考

え
て
も
、
み
ご
と
な
個
我
の
拡
充
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

元
来
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
父
は
大
き
な
資
産
を
残
し
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
母
の
子
中
に
握
ら
れ
て
お
り
、
母
は
彼
に
世
間
的
な
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成
功
を
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
彼
が
何
に
な
る
べ
き
か
は
一
向

き
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
自
身
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
牧

市
川
工
』
よ

J

Z
、A

っ
こ
宮
、

B
t
f
h
J
f
カ

ア

カ

母
を
は
じ
め
み
ん
な
の
賛
成
が
え
ら
れ

ず
、
彼
ら
の
す
す
め
る
陸
軍
に
も
、
認
め
る
法
律
業
に
も
、
気
が

年
を
と
り
宇
ぎ
て
い

向
か
ず
、
海
軍
を
考
え
つ
い
た
と
き
に
は
、

た
。
で
、
オ
y

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
入
り
、

そ
れ
以
来
怠
け
暮

し
て
来
た
(
一
、
十
九
)
。

彼
が
ル

1
シ
ー
と
の
問
題
で
節
操
を
貫
い
た
結
果
、
か
ね
て
希

望
し
て
い
た
と
自
称
す
る
職
業
に
つ
き
、
相
思
の
女
性
と
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
た
、
と
告
げ
ら
れ
で
も
、
そ
の
「
怠
け
も
の
」
ら

し
い
映
像
の
示
す
現
実
感
の
稀
薄
さ
は
、
読
者
の
記
憶
か
ら
拭
い

去
ら
れ
な
い
。
彼
の
「
分
別
」
が
充
実
し
た
生
活
の
実
体
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
ン
大
佐
は
篤
実
な
中
年
の
紳
士
で
あ
る
が
、
ど
こ
か

一
沫
の
憂
愁
を
た
た
え
て
い
る
。
エ
リ
ナ
1
の
「
分
別
」
と
同
質

的
な
が
ら
、
実
は
、
メ
ア
リ
ア
ン
の
「
多
感
」
さ
に
心
を
ひ
か
れ

る
ら
し
い
。

エ
リ
ナ
ー
が
い
4
ノ
|
|
|

g 
a区
画、4

喝宮
口ヒヨ
トー <+ 

白晶
竺ア ('1)、
司、.

az 
rn 
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雪ロ
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そ
の
一
ペ
ー
ジ
ほ
ど
前
に
、
こ
う
あ
る
ー
ー

の
CHC口
巴
回
吋

hHロ
仏

Gロ
が
り

hHH江
戸
ロ

4fu刊
日
日
)
吋
》

Hmw止
符
ロ
ロ
タ
司

rH口吋
HHHmw門
H

8

2

2可
げ

00ロ
ハ
出
血

8

2
吋
白
色

σ司
FH阻
止
芯
ロ
骨
祖
国

G
d
q
m吋由同

t
o
g
g四

回

V
0
3
4
E
z
-
-
E
F
B
p
d司
HHOロ
HH
口

2

8

E
。Z
S
片山口

i
S
F
S
H

-
E
2
H
主

芯

三

芯

ロ

HVHH仏
司
広
司
叩
吋

O
仏

g
d司
ロ
。
同
件
。
目
白
回
目

G
3
2

ュ=・

ロ
酔

45
ロ
ぐ
白
戸
一

hHロ
色
丹

]μO
叶

mwH
ロ
2
1
H
司

HHBHH4F一F004け一
FO吋
げ

P色
町
回
口
巳
吋
一
司
虫
凶

σ
え
o
z
g
q
切
目
白
片
山

F
H
F
Q
2
c
m
p
d〈
E

B目
。

2
仏

司

宮

口

]

比

聞

な

OHa

Hロ
岡
田

σ再
開
酔
同
吋

OPHC、
件
。
凸
伊
戸
内

CH
円

FO
吋昨内回目白

CH白
血

o
-
c∞
汁
]
!
可
白

ba

•• 

出

O
H白門同

4FO
回
目
白
血
仲

σ回目立い一可・

ブ
ラ
ン
ド
ン
大
佐
は

E
8
5
t
と

2
2
5
5
5
q
ョ
と
を
結
び

つ
け
る
人
物
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
に
、
兄
と
結
婚
し
た
少
女
と
の

悲
恋
を
味
わ
い
、
彼
女
の
娘
(
ウ
ィ
ロ
ピ
ー
が
弄
ん
だ
少
女
)
を
保

護
し
て
い
る
と
い
う
因
諒
話
(
二
、
九
)
は
、
単
に
物
語
の
興
味
の

た
め
で
な
く
、
大
佐
の
人
柄
を
一
不
す
か
ら
く
り
の
は
ず
で
あ
る
。

が
、
た
だ
、
こ
の
逸
話
が
不
思
議
な
「
因
縁
話
」
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
わ
け
は
、
大
佐
の
人
間
描
写
が
ー
ー
そ
の
実
質
的
な
「
分

別
」
と
「
多
感
」
の
葛
藤
と
調
和
の
映
像
が
、
完
全
で
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
ン
ド
ン
大
佐
は
重
要
な
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
人
間
造
形
は
成
功
し
て
い
る
と
い
え
な
い
。

五

323 



第四号

『
分
別
と
多
感
』
の
草
稿
が
ど
の
程
度
で
き
上
っ
て
か
ら
、
こ

の
題
名
が
選
ば
れ
た
に
も
せ
よ
、
と
に
か
く
、
現
在
あ
る
『
分
別

と
多
感
』
の
物
語
は
、
「
分
別
」
と
「
多
感
」
を
ニ
つ
の
軸
に
し
て

回
転
し
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
原
理
を
象
徴
す
る
人
物
は
い
う
ま

で
も
な
く
エ
リ
ナ
l
と
メ
ア
リ
ア
ン
で
あ
る
。
「
分
別
」
の
エ
リ

ナ
1
は
同
質
の
エ
ド
ワ
ー
ド
と
結
ぼ
れ
る
前
に
、
同
じ
性
向
の
ブ

ラ
ン
ド
ン
大
佐
と
の
仲
を
親
類
知
友
に
疑
わ
れ
る
。
い
や
、
む
し

ろ
J
同
呈
ま
れ
る
。
合
一
、
十
一
、
前
述
)
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
え
感
違
い
す

る
。
合
一
、
四
)
一
方
、
「
多
感
」
な
メ
ア
リ
ア
ン
は
そ
の
「
多
感
」

の
幻
影
を
ウ
ィ
ロ
ピ
ー
の
な
か
に
見
出
し
て
、
む
な
し
い
自
己
偽

捕
に
陥
る
が
、
結
局
、
「
多
感
」
さ
に
反
応
す
る
ブ
ラ
ン
ド
ン
大

佐
の
「
分
別
」
に
よ
っ
て
現
実
へ
ひ
き
戻
さ
れ
る
。

以
上
を
図
式
で
示
せ
ば
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ

第四十六巻一橋論叢

E 

8.1¥¥E 
~1/1 

当

~I\\5 
2|/i 

こ
の
図
式
は
左
右
が
完
全
な
均
整
に
な
っ
て
い
る
。
が
、
そ
の

内
容
は
少
し
ず
れ
て
い
る
。
エ
リ
ナ
1
は
エ
ド
ワ
ー
ド
と
結
婚
す

/ 

る
が
、
メ
ア
リ
ア
ン
は
ウ
ィ
ロ
ピ

l
で
な
く
、
プ
ラ
ン
ド
ン
大
佐

と
結
婚
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ェ
リ
ナ
l

(
分
別
)
と
メ
ア
リ
ア
ン
(
多
感
)
に
対

応
す
る
人
物
と
し
て
の
エ
ド
ワ
ー
ド
と
ウ
ィ
ロ
ピ
ー
を
主
に
考
え

れ
ば
、
次
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る
|
|

開ロロ。
H-

民伊吋
H
F
ロロ
O

E
E
P
-
-
l
l当仲--。「
5

¥

/

¥

/

 

ド
ロ
口
一
可
区
宮
由
民
0
2
0
ロ

巴

山
N

F

H

H

ω

C

M

V

E

担

こ
の
図
式
も
、
左
右
均
整
な
が
ら
、
多
少
陰
影
を
異
に
し
て
い

る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
と
ル
1
シ

l
の
人
間
的
関
係
と
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
と

エ
ラ
イ
ザ
の
そ
れ
が
、
臭
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

a' 

エ
ド
ワ
ー
ド
の
母
が
彼
に
、
ル

l

シ
ー
と
の
婚
約
を
破
棄
し
て
、

モ

1
ト
ン
壌
と
結
婚
す
れ
ば
、
自
分
も
金
を
出
す
、
と
い
う
が
、

彼
は
そ
れ
を
き
か
ず
に
、
追
放
さ
れ
る
(
三
、
一
)
の
に
対
し
て
、

ウ
ィ
ロ
ピ
ー
が
遺
産
を
継
承
す
る
は
ず
の
裕
福
な
老
婦
人
が
、
彼

に
、
ェ
ラ
イ
ザ
と
結
婚
す
れ
ば
、
過
去
を
許
す
、
と
い
う
が
、
彼

は
そ
れ
を
き
か
ず
に
、
追
放
さ
れ
る
(
三
、
八
)
。
前
者
は
も
ち
ろ

ん
モ

1
ト
ン
壌
と
で
な
く
、
エ
リ
ナ
1
と
結
婚
し
、
後
者
は
メ
ア
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民一-

ソ
フ
ァ
イ
ア
と
結
婚
す
る
。

以
上
の
物
語
を
ブ
ラ
ン
ド
ン
大
佐
を
中
心
に
考
え
れ
ば
、
単
純

彼
女
ら
し
い
完
全
な
芸
術
的
効
果
を
生
み
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
¥

る。

リ
ア
ン
と
で
な
く
、

に
次
の
よ
う
に
な
る
|
|

関
口
N
P
H
I
l
i
-
-
。
。
日
出
口
甘
口
弘
。
ロ
I
l
l
-
-
恒白[酔ユ担ロロ叩

十
八
世
紀
ふ
う
の
人
間
観
に
十
分
新
た
な
展
開
が
と
げ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

(

1

)

ジ
ェ
イ
ン
の
姉
カ
サ
ン
ド
ラ
の
ノ
1
ト
に
、
句
守
注
同
語
、

zha

句

8
2
(
~
uコ
門
出
合
白
羽
弘
、

zk£
《
問
。
ぬ
の
原
名
)
が
一
七
九
六
年
十
月
に

書
き
始
め
ら
れ
て
、
翌
九
七
年
八
月
に
完
成
、
切
。
言
。
ロ
昌
弘
め

GEN-

F
N
N
N
G

が
一
七
九
七
年
十
一
月
に
書
き
始
め
ら
れ
、
旬
。
YS-SH句
寄

与

g
a
が
一
七
九
八
、
九
九
年
ご
ろ
書
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
烏
異
版
が
叶
ど
号
、
考
古
。
¥
匂
S
H
白
h
g
s
p
J
1
F
2
・

ぴ
可
戸
当
・
。
げ
白
一
切
gpHH
に
出
て
い
る
。

(

2

)

同・
4
4
・
(UH
困者
HHHFHH
一'
H
S
G
A
S
円。
P
、
色
合
な
日
立
、
3
2
3
5

J1H・

(

3

)

た
だ
し
、
詩
人
ク
l
パ

1

(

者
三
5
5
(
U
G司
宮
♂
ロ
ω
H

お
き
)
の
代
表
作
叶
E
U
1
2
枠
(
口
∞
ω
i
A
C
M
E
F
J
V
H
の、

吋
肘
0
.
m
H
1
白b
d
d司
広
E
U
C
H
2
F
d
B
伊
ロ
目
。
吋
血
担
口
仏
出
戸
刊
由
。
ロ
∞
O
U

JF件
当
軒
目
江
口
問
目
白
ロ
己

EEq---

と
い
う
行
が
指
摘
さ
れ
た
。
。
目
。
甘
HHUHHEHH
一
件
旦
句

m
G
F
J刊
H-

(

4

)

初
版
の
区
分
に
よ
る
。
第
一
巻
が
二
十
二
章
、
第
二
巻
が
十
四

章
、
第
三
巻
が
十
四
章
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
流
布
本
の
よ
う
に
通

章
に
し
た
揚
合
に
は
、
第
二
十
三
章
に
当
る
ο

(

5

)

も
っ
と
も
、
2
m
g
M
m
O
3

に
種
止
の
意
味
と
語
法
が
あ
る
こ
と
は

後
述
の
通
り
で
あ
る
。

(
6
)

ジ
ェ
イ
ン
の
兄
へ
ン

q
1
の
筆
に
な
り
、
短
い
も
の
で
あ
る
が
、

双
方
と
も
「
感
受
性
」
が
生
み
出
し
た
人
間
関
係
で
あ
る
が
、

左
は
彼
の
若
き
日
の
過
敏
な
想
像
力
に
基
づ
く
の
に
対
し
て
、
右

は
円
熟
し
た
中
年
の
現
実
的
理
解
に
馳
背
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
正
確
な
、
し
か
も
、
微
妙
な
グ
ァ
リ
エ
イ
シ

ヨ
ン
を
加
え
た
、
細
心
な
計
画
が
、
必
ず
し
も
登
場
人
物
の
人
間

的
迫
力
を
生
み
出
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
に
述
べ
て
来

た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
欠
陥
の
原
因
は
技
法
に
で
な
く
、
人
間
理

解
の
標
識
と
し
て
作
者
が
取
り
上
げ
た
「
分
別
」
と
「
多
感
」
の

解
釈
の
確
実
さ
い
か
ん
に
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

2
「
ノ
。

『分別と多感』

ジ
ェ
イ
ン
・
オ

I
ス
テ
ィ
ン
の
小
説
の
特
徴
は
、
結
婚
(
現
実
)

問
題
に
よ
る
若
い
女
の
個
我
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
個
性
の
充
実

と
そ
の
み
ご
と
な
映
像
化
に
あ
る
。
小
説
文
学
の
創
始
者
リ
チ
ャ

ー
ド
ソ
ン
の
作
品
の
主
題
を
継
承
し
て
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
こ

と
に
あ
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
彼
女
の
前
宇
三
作
の
年

代
的
順
序
が
ど
う
で
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、
『
分
別
と
多
感
』
は
ま
だ

、、，ノ，3
 

4
4
 

/
S
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れ
に
当
て
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

(四

)
2・
H

g

d
司
旦
仲

-
U
1
F
G
N
4
2

ミ
h
F
G

同
S
G
N
w

〈
・
ォ
1

ス
テ

イ
ン
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
私
淑
し
て
い
た
が
、
彼
女
の
人
生
理
解

は
『
ク
ラ
リ
サ
』
の
よ
う
な
悲
劇
で
な
く
、
『
サ

l

・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

グ
ラ
ン
デ
ィ
ソ
ン
』
(
匂
ミ

q
F
R
之
S
C
2
5ぬ
号
。

P
H
一-uh干
)
の
よ
う

な
喜
劇
の
型
に
則
し
て
い
る
。
こ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
失
敗
作
の

型
に
、
現
実
的
な
新
し
い
内
容
を
盛
っ
た
点
に
、
小
説
家
才
1

ス
テ

イ
ン
の
積
極
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
論
証
の
た
め
に
は
、

『分別と多感』

稿
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
b

な
お
、
ォ

1

ス
テ
ィ
ン
の
年
少
時
代
の
習
作
、
こ
と
に
、
『
恋
愛
と

友
情
』

(
F
S
G
9
3

弘、2
3舎
F
e
u
d匂
1
F
H
吐
き
)
は
、
R
a

目
。
ロ
包

ES

HFqミ
の
若
々
し
い
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
論
議
を
省
略
し
た
。

(
一
橋
大
学
教
授
)
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